
　

炊
き
た
て
の
新
米
の
馥
郁
た
る
香

ば
し
さ
が
う
れ
し
い
季
節
で
あ
る
。

だ
が
、
コ
メ
を
取
り
巻
く
環
境
は
内

外
と
も
に
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
だ

▼
そ
の
一
つ
、
日
本
穀
物
検
定
協
会

の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
特
に
お
い
し

い
コ
メ
と
さ
れ
る
最
高
ラ
ン
ク
の

「
特
A
」。
設
定
さ
れ
た
1
9
8
9
年

は
、
あ
き
た
こ
ま
ち
と
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
2
銘
柄
だ
け
、
産
地
も
全
国
13
地

区
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

2
0
0
9
年
に
は
6
銘
柄
20
地
区
に

増
え
、
14
年
は
一
気
に
16
銘
柄
42
地

区
に
急
増
し
た
▼
常
連
あ
き
た
こ
ま

ち
の
ラ
イ
バ
ル
は
北
海
道
か
ら
四

国
、
九
州
ま
で
全
国
に
広
が
っ
た
。

消
費
低
迷
の
中
、
生
き
残
り
を
か
け

た
産
地
間
競
争
は
熾
烈
を
き
わ
め
て

い
る
▼
銘
柄
の
産
地
数
で
は
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
19
が
ダ
ン
ト
ツ
の
ト
ッ
プ
、

ひ
と
め
ぼ
れ
5
、
つ
や
姫
と
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
各
3
が
続
き
、
あ
き
た
こ
ま
ち

は
わ
ず
か
に
1
の
劣
勢
で
あ
る
▼
県

農
業
試
験
場
が
育
成
し
た
新
品
種

「
つ
ぶ
ぞ
ろ
い
」と「
秋
の
き
ら
め
き
」

が
今
秋
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
2
0
1
9

年
を
め
ど
に
こ
ま
ち
を
し
の
ぐ
極
良

食
味
米
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
と
い

う
。
31
年
間
孤
塁
を
守
っ
て
き
た
あ

き
た
こ
ま
ち
に
続
く
こ
れ
ら
新
品
種

が
、
秋
田
の
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
再

び
全
国
ト
ッ
プ
の
座
に
躍
り
出
る
日

を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
。

天
天
上

下

TEN
JO
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GE

　

会
場
は
3
0
0
人
近
い
出
席
者

で
び
っ
し
り
と
埋
ま
り
、
校
歌
の

斉
唱
に
続
い
て
町
田
会
長
が
挨
拶

に
立
っ
た
。
こ
の
中
で
町
田
会
長

は
、
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た

2
0
4
0
年
の
人
口
推
計
で
、
秋

田
県
は
大
潟
村
を
除
く
24
の
自
治

体
が
こ
と
ご
と
く
消
滅
可
能
都
市

に
な
る
と
指
摘
さ
れ
た
点
に
触

れ
、「
同
窓
会
の
目
的
に
掲
げ
て

い
る『
会
員
相
互
の
親
睦
』や『
母

校
の
発
展
』
も
、
そ
も
そ
も
地
方

創
生
な
く
し
て
は
実
現
で
き
な
い

も
の
だ
」
と
述
べ
、
同
窓
会
と
し

て
今
後
、
ふ
る
さ
と
秋
田
の
創
生

に
も
力
を
入
れ
、
郷
土
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
考
え
を
強
調
し

た
。

　

ま
た
、
伊
藤
校
長
も
挨
拶
の
中

で
、
地
方
創
生
の
要
は
人
材
の
育

成
に
あ
る
と
し
て
、「
世
界
的
な

視
野
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

を
育
て
る
た
め
質
の
高
い
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
語

り
、
学
校
と
し
て
も
地
方
創
生
を

後
押
し
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
ま
ず
会

則
の
一
部
改
定
案
を
議
題
と
し

た
。
こ
の
う
ち
「
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に
尽
く

す
」
こ
と
を
同
窓
会
の
目
的
に
掲

げ
た
第
2
条
に
、「
郷
土
の
創
生

に
尽
く
す
」
こ
と
を
加
え
た
改
定

案
が
提
案
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
顧
問
・
参
与
に
関
す

る
規
程
」
に
つ
い
て
は
、
①
顧
問

は
現
行
ど
お
り
「
本
会
に
功
績
の

あ
っ
た
者
」
と
す
る
一
方
、「
母

校
の
校
長
経
験
者
の
中
か
ら
」
と

し
て
い
た
参
与
は
「
母
校
の
校
長

経
験
者
等
か
ら
」
と
し
、
会
長
が

「
運
営
委
員
会
に
諮
り
、
委
嘱
す

る
」
に
変
更
②
顧
問
、
参
与
の
職

務
は
現
行
の
「
必
要
に
応
じ
会
長

等
の
相
談
に
応
ず
る
」
か
ら
「
本

会
の
目
的
達
成
の
た
め
必
要
な
助

言
を
行
う
」
に
変
更
、
と
す
る
改

定
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
の
会
務
報
告
と
事

業
報
告
に
続
い
て
決
算
報
告
が
行

わ
れ
、
収
支
と
も
に
予
算
の
執
行

は
適
正
だ
っ
た
と
す
る
監
査
報
告

を
受
け
て
26
年
度
決
算
は
原
案
ど

お
り
認
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
総
額

2
千
4
8
5
万
円
に
の
ぼ
る
平
成

27
年
度
一
般
会
計
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
（
26
年
度
決
算
と

27
年
度
予
算
の
詳
細
は
別
掲
）。

　

た
だ
、
一
連
の
質
疑
の
中
で
会

場
か
ら
手
が
挙
が
り
「
同
窓
会
事

務
局
に
関
す
る
提
案
」
と
題
す
る

意
見
書
が
緊
急
動
議
と
し
て
出
さ

れ
た
。
発
言
者
は
議
長
の
許
可
を

得
て
出
席
者
に
こ
れ
を
配
り
、
実

効
性
の
あ
る
事
務
局
体
制
の
実
現

を
訴
え
る
一
幕
が
あ
っ
た
。

　

意
見
書
は
理
事
有
志
一
同
の
名

前
で
A
4
判
2
ぺ
ー
ジ
。
お
よ
そ

平成 27年度通常総会

　
『
秋
高
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
秋
田
中
学
校
同
窓
会
は
、
大
正

4
（
1
9
1
5
）
年
8
月
22
日
に
雨
天
体
操
場
で
発
会
式
が
行
わ

れ
た
。
学
校
創
立
か
ら
実
に
42
年
後
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
時
既
に

卒
業
生
は
1
2
0
0
人
を
超
え
、
卒
業
生
同
士
の
連
絡
不
通
を
か

こ
つ
声
が
澎ほ
う

湃は
い

と
湧
き
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
。
今
年
は
そ
の
同

窓
会
設
立
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
1
0
0
周
年
。
節
目
と
な
る
平

成
27
年
度
通
常
総
会
は
6
月
21
日
、
秋
田
市
の
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。

同
窓
会
設
立
1
0
0
周
年

会
則
に
も
理
念
盛
り
込
む

町田会長 
「郷土創生」貢献を強調

2


